
経口摂取のための物性を考慮した服薬補助ゼリーの開発

（株式会社モリモト医薬）

我が国は超高齢化社会を迎えようとしており、嚥下障害をもつ患者数も年々増加している中、新しい診療報酬改定にもあらわれているように、国としても

経口摂取機能の回復を促進しています。そんな中、薬剤が飲みにくいという理由で、嚥下困難な方や高齢の方、お子様には錠剤を粉末状にして出すことが

あります。本来、錠剤はもっとも安定した状態であるため、粉砕を行うと、変質や苦味の露出など様々な問題が生じます。

そこで、弊社は錠剤やカプセルをそのまま楽に服薬可能となる服薬補助ゼリーを開発し、評価を行ないました。
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➢ 従来は、水での錠剤の服用が苦手・困難となれば自動的に粉砕していましたが、 最も安定状態である錠剤の粉砕が良くないことである

ということは分かっていました。

➢ 当社は錠剤とカプセルを粉砕することなく、かつ容易に服薬できる嚥下補助ゼリーを開発しました。

➢ 試験の結果、当社の服薬ゼリーは離水が極めて少なく、 物性としても嚥下困難者への適用が可能であることが示唆されました。

➢ 嚥下評価、嚥下訓練、経口の服薬といった嚥下力の回復に至るまでのプロセスが、 同一物性のゼリーを用いて可能となり、より安全で

安心なリハビリテーションが可能になると考えられます。

錠剤・カプセル共に服用性４（飲みやすい）評価を得るために

ゼリーは水の約１/１０の量でよいという結果が出ました。

◆第８回日本在宅薬学会

学術大会

2015年7月20日

幕張メッセ 国際会議場

◆日本薬剤学会 第29年回、第30年会

◆簡易懸濁法研究会総会

◆医療薬学フォーラム2014

◆日本病院薬剤師会関東ブロック 第44回学術大会

◆第24回日本医療薬学会年会

◆JSPEN 2015

これらの学会で発表した内容を整理した資料です


